
  

　

　

　

　

　

 

　

　　

 

　

公益社団法人千葉県隊友会 令和８年７月号 (2026.8.1)

支部の活動概要

館山支部だより Vol.135

突如、熊本地方を襲ったマグニチュード７．１の大地震により建物の

崩壊、インフラの寸断等々、報道される惨憺たる状況は目を覆うものが

あります。わずか10年前の大地震、その復興の途上にある矢先のこと

でもあり、 改めて自然災害の恐ろしさ、冷酷非情さを思い知らされる

次第です。 いまだ安否不明の方々の早期救出とともに 被災された多

くの方々のまずは健康を維持する上で最低限必要な措置と安定した

日常生活への早期復帰の施策が講じられることを祈念するものです。

〇 〇

８月に入り、関東地方でも猛暑、危険な暑さに近い予報もあるようです

ので、会員諸兄におかれましてはこの夏の防暑・熱中症予防対策には

万全の措置を講じられるよう祈念申し上げます。

≪８・９月の活動予定≫
9.26(土) ９月支部役員会（コミセン）

レクイエム 6/15 野呂定夫会員ご逝去（海、享年８０歳）

隊友会館山支部会員として長年のご理解ご協力ありがとうございました。

支部会員一同 衷心からご冥福をお祈り申し上げます。合 掌

南房パラダイス

≪目立たぬキウイの花≫
鑑賞用というよりは

ダイニングの日除け（防暑）用

＜拙宅の裏庭から＞

≪６・７月の活動実績≫
6. 7(日 ) 旧海軍館砲校戦没者慰霊祭( 館砲校跡)

7.11(土）県隊友会前期支部長会議(千葉市内)

8.  1(土)７月支部役員会（コミセン、別法）

お知らせ；WEB閲覧パスワードの変更について

7月１日から、隊友会WEB閲覧について、ユーザーＩＤは変わりませんが、パスワードが

変更されております。細部は支部長にお問いあわせください。 《千葉県隊友会事務局》

改めて「館山航空基地次期戦備施設計画」を精査すると・・・

隊友会が行う“引越し見積斡旋”について

図の「館山航空基地次期戦備施設計画（防衛研究所保管資料）」は、現存する数少ない館山航空基地の戦時中の記録資料

の中で異色とも言えるものである。以前にも本稿で紹介したことがあるが 、戦時における館山航空基地の戦備施設の全体像を

推し量る上で極めて希少価値がある。 この計画図がいつ作成されたものかは分からないが、「戦備施設」が「戦時における施設

整備」を指すことから戦時中（日米開戦以降）に作られたものであることは明確である。さらに図のタイトル欄に「横須賀海軍建築

部」の名称があることから、次項で説明する海軍建築部令改定以前、すなわち昭和18年８月以前に作成されたものであることは

間違いない。 そしてこの計画が作られた背景的なものを調べてみると、この計画が単に“絵に描いた餅”ではなく、逼迫した戦

局に対処し、難局を乗り越えるためのものであり、現に実行に移されつつあった計画であることも分かる。

「次期戦備施設計画」策定の背景
日米開戦翌年の昭和１７年中ごろから始まった米軍の本格的な反攻により、日本軍の南方航空作戦の一大拠点と言われた

ラバウル航空基地はじめ多くの航空基地が、度重なる航空爆撃により航空機、地上施設等が甚大な被害を被った。

この間の航空爆撃により海軍が学んだことは、航空機に限らず地上支援施設等の“空からの爆撃に対する防御”であった。

そして米軍の次なる目標が、日本が絶対国防圏として最重要視するマーシャル群島（サイパン、グアむ等）の攻略に向けられる

に及んで、一方ではB２９戦略爆撃機の開発情報も伝えられる中、海軍の施設関係者にとって“地上施設・機能の航空爆撃から

の防御、すべての地上施設の地下への移行”は最重要かつ喫緊の課題であった。

“海軍築城”の用語が使われ出したのもこの時期のことであった。

戦備施設推進のための第一の関門「海軍建築部令の改正」
戦線の拡大に伴い飛躍的に増大する陸海軍の戦費の増大とともに民需（軍需生産）の確保のため、予算獲得合戦が熾烈を

極める中、海軍がこの築城施設の整備を進めるためには 「海軍建築部令」の改定が必須であった。 細部は省くが施設関係

者等の懸命な努力が実を結び、S１８．８ 帝国議会で悲願の海軍建築部令の改定が承認され天皇の御裁可が下された。

改定は建築部の任務に「築城施設の建築に関すること」の文言を加えた僅か一行の内容であったが、施設部門に限らず海軍

の中枢部にとってはまさに画期的な出来事であった。

冒頭に挙げた「次期戦備施設計画」が、建築部令改定の重要な説明資料として用いられたであろうことは十分に推察されると

ころである。 このことからもこの計画図の作成時期をS１８年前半に絞ることもできよう。

計画推進のための諸準備
法令の改定が承認されたからと言ってすぐ実行ということにはならない。施設関係要員の増強、築城講習の実施等々、法令

改正とともに築城施設着工の準備がただちに始められた。横須賀建築部は施設部となり、人員も５０００名程度から二十数万名

規模に増員され、築城施設に関わる各種の講習が計画、実行された。神奈川県の眞鶴海岸の岸壁の各所には現在でも隧道

掘削講習が行われた痕跡を確認できるという。掘削工事の機械化のための研究も行われたと言われるが成果は定かではない。

これらの諸準備が整い本格的な築城施設工事が始められたのは、S１９年に入ってからと考えるのが妥当であろう。計画図の中

の州ノ埼航空隊の戦闘指揮所跡の「戦闘指揮所」の看板に刻まれた“昭和十九年十一月竣工”の文字は、早期に完成した戦闘

指揮所壕の模範として海軍の全部隊に布告されている。

“一片の紙切れに過ぎないと思われる資料”が、多面的に考察を加えることによって、貴重な歴史資料として蘇ることがあるので

隊友会では、国内の引越業者（サカイ引越センター、アート

引越センターほか）と提携して、 隊員の移転（引越）の際の

「引越見積」を斡旋しております。（「隊友」にも掲載記事）

現在は、利用できるのは部隊等勤務の隊員ですが、手軽に

素早くできる点で隊員の好評を博しているとのことです。

館山航空基地を例にとりますと 令和７年度の申込件数２０件

ということです。なお、この斡旋サービスは現在（現役の隊員）

が対象ですが、今後は隊友会会員、家族、知人等への普及も

計画されているとのことです。 ＜隊友会本部事務局＞

《館山航空基地次期戦備施設計画図》

（紙面スペースの関係で縮小した関係でイメージとして参照願いたい）
館山航空基地（黄色部分）と県道を挟んだ南側（図下側）が日米開戦後計画され

着工された戦備施設で、赤色部分が「築城施設」に相当する施設。

館山地区（宮城、笠名、大賀ほか）には、現在でも当時のこれらの構築物（築城

施設）跡を見ることができる（施設の大半は終戦時未完成の状態）。

なお、滑走路（赤色）は築城施設とは言えないが、山裾に施工中の数か所の航

空機格納用地下壕（各小型機数機格納計画）と一体のものとして築城施設とみなし

たものであろう。 ｛図の着色は筆者が施したもの）

（筆者注）

館山海軍航空基地

州ノ埼海軍航空隊


